
参道1

隨神門（国指定重要文化財）4

2 大鳥居（日本最大木造鳥居）

5 神楽殿（国指定重要文化財）6 手水舎（国指定重要文化財）

7 太郎杉（県指定天然記念物）

8 夫婦桧（市指定天然記念物） 9 拝殿（国指定重要文化財）

11 冨士ゑびす（国指定重要文化財）

本殿（国指定重要文化財）10

20 29

33諏訪拝殿（国指定重要文化財） 七色もみじ（名木百選選定）12

18 冨士登山道吉田口

16 西宮（国指定重要文化財）

15 東宮（国指定重要文化財）
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